
平成２５年度 決算報告書

国立大学法人筑波技術大学

（単位：百万円）

区分 予算額 決算額 差 額 備 考
（決算－予算）

収入

運営費交付金 ２，４５４ ２，４９６ ４２ （注１）

施設整備費補助金 ７１ ７１ ０

船舶建造費補助金 － － －

補助金等収入 １４６ １４７ １ （注２）

国立大学財務・経営センタ １７ １７ ０

ー施設費交付金

自己収入 １，２９５ １，０９２ △２０３

授業料、入学料及び検定 ２２０ ２２４ ４ （注３）

料収入

附属診療所収入 １００ １１１ １１ （注４）

財産処分収入 ９１９ ６９８ △２２１ （注５）

雑収入 ５６ ５９ ３ （注６）

産学連携等研究収入及び寄 ２７ ２３５ ２０８ （注７）

附金収入等

引当金取崩 － １９ １９ （注８）

長期借入金収入 － － －

貸付回収金 － － －

目的積立金取崩 ８１ ４８ △３３ （注９）

計 ４，０９１ ４，１２５ ３４

支出

業務費 ３，４１９ ２，７４５ △６７４ （注１０）

教育研究経費 ３，２６６ ２，５７２ △６９４

診療経費 １５３ １７３ ２０

施設整備費 ８８ ８８ ０

船舶建造費 － － －

補助金等 １４６ １４７ １ （注１１）

産学連携等研究経費及び寄 ２７ ２２ △５ （注１２）

附金事業費等

貸付金 － － －

長期借入金償還金 １ １ ０

国立大学財務・経営センタ ４１０ ３４９ △６１ （注１３）

ー施設費納付金

計 ４，０９１ ３，３５２ △７３９

収入－支出 － ７７３ △７７３



○予算と決算の差異について

（注１）運営費交付金については、前年度からの繰越があったこと等により、予算額に比

して決算額が４２百万円多額となっています。

（注２）補助金等収入については、予算段階では予定していなかった補助金の獲得に努め

たため、予算額に比して決算額が１百万円多額となっています。

（注３）授業料、入学料及び検定料収入については、学生納付金の増により、予算額に比

して決算額が４百万円多額となっています。

（注４）附属診療所収入については、主として患者数が増加したこと等により、予算額に

比して決算額が１１百万円多額となっています。

（注５）財産処分収入については、竹園宿舎跡地売払い収入が予算段階の見込より減額し

たため、予算額に比して決算額が２２１百万円少額となっています。

（注６）雑収入については、主として科学研究費補助金の獲得に努め、間接経費を受け入

れたこと等により、予算額に比して決算額が３百万円多額となっています。

（注７）産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、当初の見込みより寄付金の獲

得が不調だった一方で、筑波技術大学基金からの繰越があったこと等により、予

算額に比して決算額が２０８百万円多額となっています。

（注８）引当金取崩については、予算段階では予定していなかった退職給付引当金使用額

が発生したため、予算額に比して１９百万円多額となっています。

（注９）目的積立金取崩については、年度途中での取崩計画の変更により、予算額に比し

て決算額が３３百万円少額となっています。

（注 10）業務費のうち教育研究経費については、主として財産処分収入を翌年度以降に

繰越して執行すること等により、予算額に比して決算額が６９４百万円少額とな

っています。また、診療経費については、主として患者数が増加したこと等によ

る費用の増加等により、予算額に比して決算額が２０百万円多額となっています。

（注 11）補助金等については、（注２）に示した理由により、予算額に比して決算額が１

百万円多額となっています。

（注 12）産学連携等研究経費及び寄附金事業費等については、（注７）に示した理由によ

り、予算額に比して決算額が５百万円少額となっています。

（注 13）国立大学財務・経営センター施設納付金については、（注５）に示した理由によ

り、納付金が減額したため、予算額に比して決算額が６１百万円少額となってい

ます。


